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授業がわかりやすいという
生徒が80％を超えて欲しい
と願います。参観して感じ
たことは「講義形式よりア
クティブラーニング（協働
学習）を増やしたい」とい
うことです。

高校で学ぶ意義が生徒に理
解された結果が70％の結果
に表れていると思います。

授業に興味関心がある、先
生の授業が楽しみ、という
のが理想ではあると思いま
す。是非、今後もさまざま
な教材などを採り入れて魅
力ある授業に期待します。

七割を超える生徒が集中し
て授業に取り組んでいると
いう回答から、丁寧で判り
易い授業づくりができてい
て良いと思われます。反面
三割の生徒が逆であるの
で、この三割の生徒のフォ
ローが必要であり、専門に
聞き取り調査をする部署を
作ったりすることはどうで
しょうか。希望する進路の
実現に向けて安易な方向に
流れないためには、常に対
話を欠かさないことが大事
ではないでしょうか。

資格の取得状況がわからな
いのでＢにしましたが、情
報があればＡでもよいかと
思います。安易な方向に流
れない指導の取組みはすば
らしいと思います。どこま
で進んでいるのか、どのよ
うなものを良いと捉えてい
るかが示されると良かった
と思います。

多くの生徒が授業に手応え
を感じている中で全くそう
は思わないと答えた生徒は
何が原因でしょうか。普通
と答えている生徒がより上
にいけることを望みます。

授業の充実や授業への集中
力が高推移であり、職員方
の指導力・熱意が効果とし
て表れている。

Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ
授業以外の活動も活発で生
徒のやる気を感じます。商
業科の社会参加もすばらし
いです。キャリア学習の観
点からより充実させてくだ
さい。

学校では学習以外の活動が
あり、社会では仕事以外の
活動がある事が高校生活で
身に付く事が期待される。

地方新聞でとりあげられる
ような活動を実施されてお
り、今後も継続的に取り組
まれることを望みます。学
校外での活動はこれからの
子ども達にとっても力にな
るものだと思います。

部活動や生徒会活動に参加
する生徒が増えているとい
うことは、積極性や協調性
を身につけることが出来て
いて大変良いと思います。

クラブの加入率が92.9％と
高率で活動も活発に行われ
ている様子です。積極性・
協調性も身に付いているの
であれば成果が上がってい
ると評価できます。

部活への加入率が高く、素
晴らしいと思います。その
結果が生徒の明るさにつな
がっているのでしょうか。

生徒が通学路のゴミを拾う
姿等を度々見るにつけ、社
会・他人のために活動が地
についてきていることを感
じ、成果が表れている。

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
すばらしい記念事業で、あ
らためて赤穂高校は地元の
宝であるという再認識を持
ちました。感動した生徒も
多く、地域へも感謝できた
と思います。

社会に目を向け、問題点や
改善点を考えられる取組み
が評価されると思います。

大変な事業であったと思い
ます。協力・ご苦労により
達成できたことと思いま
す。節目としてさらに発展
していってほしいと思いま
す。

11月にご逝去された中原同
窓会長の念(おもい)が、今
回関わる全ての人につた
わったすばらしい100周年
事業に思いました。特に生
徒の記念式典に対する姿勢
がすばらしかったです。こ
れも伝統かなと思いまし
た。裏方で生徒や先生が仕
事をしてくれていました
が、さわやかな挨拶で気持
ちの良いお出迎えをしてい
ただき、嬉しかったです。

創立100周年ということで
通常業務とは異なる負担も
ある中で、教職員の皆様を
はじめ、地域、ＰＴＡと協
力して成果を挙げられたこ
とと思います。一定の成果
とはどのようなものだった
のでしょうか。

職員、生徒、ＰＴＡ、同窓
会が一つになって素晴らし
い百周年ができたと思いま
す。百周年に立ち会えた生
徒は何かが心に残っていく
と思います。

創立100周年への取組みと
いう全校・全員の共通目標
が生徒にも良い影響を与え
たと思われ、相乗効果につ
ながった。

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

(1)全教職員が丁寧で
わかりやすい授業づく
りに努めることによ
り、生徒の主体的な学
習意欲を喚起し、資格
の取得や希望する進路
の実現をめざす。

(3)創立100周年にあた
り、地域に愛される学
校をめざし、伝統を大
切にしながらも新たな
学校づくりに生徒・Ｐ
ＴＡ・職員が力を合わ
せる。

● 全体的に生徒も職員も前向きに充実した学校生活が実現できるように取り組んでいます。特に商業科の地域参加は学校の誇りになる活動です。授業は一方通行にならず、ペア学習・グルー
プ学習をとり入れ、学び合い高め合いを行うことで生徒のコンピテンツ（自己有能間）が高まり、学力も向上すると思います。
● 今後も子ども達の力を伸ばせるよう、さまざまな分野での活動を期待しています。
● 今年度の目標に対しては、概ね達成できていると思われます。進路について当初希望した進路先について、最後まであきらめずに挑戦していける学校の体質づくりができれば更に強いイ
メージの学校になっていくと思われます。進路にしても部活動での大会にしても、あきらめてしまうのが早い生徒が若干いるのかなという印象があります。
● 別紙を参考にしながら記入させて頂きましたが、ここにある情報だけでＡＢＣを付けるのはためらわれます。具体的な記載がもう少しあるとイメージがわくかと思います。
● たまたまゴミ拾い（10/27商業科３年女子４名、11/1普通科Ｃ組男女10名）や雪かき（2/9・10朝サッカー部員正門～校内）を見かけ、非常に良い光景であり、地域社会参加の表れである。
以前に比べ、挨拶をする生徒が増えているように感ずる。

全　　　般
（自由記述欄）

　憲法及び教育基本法の
精神に基づき、特に次の
事項に留意して教育実践
に当たる。

１．生徒の自主性を高
め、個性を伸ばし、社会
性を養い、実践力のある
社会人の育成に努める。

２．社会および自然に関
する科学的思考力を高
め、人文領域への関心を
深めさせることで総合的
学力の涵養をはかる。

３．体育及び芸術教育を
通して、情操教育を尊重
し、心身の調和的発達を
期する。

４．課程・学校の性格を
明確にし、相互の協力を
はかるなかで、地域に根
ざし、特色の発揮に努め
る。

(2)部活動や生徒会活
動などを通し、相互理
解・互いを尊重する人
格を育て、体罰やいじ
めのない安全・安心な
学校をつくる。また、
社会や他人のために活
動することの尊さを学
ぶことができる環境づ
くりに努める。

６０　赤穂高校

学校教育目標

 今年度目標

１．自ら学ぶ学習習慣の確立をめざし、自己の進路実現のできる確かな学力を身につ けさせる。

２．社会の形成者として必要な規範意識の向上をはかり、基本的な生活習慣の確立と自律的な行動のできる力を養成する。

３．地域に根ざし、開かれた学校づくりを推進し、普通科・商業科の特色を発揮できるよう努力する。

重点目標（中・長期的目標　）


